
   

   

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 つくる 仕入れる 販売する 

どんな思

いで仕事

をしてい

るのか？ 

人類の未来を幸せに

する半導体社会だと

思っている。幅広い分

野での勉強が必要。 

いろんな仕事を経験したが仕

事ができることに感謝したい。

人の喜ぶ顔が見たい、人を元気

にしたい、幸せにしたい！ 

様々な経験が生きている。人々に

必要とされていることが喜びやや

りがいにつながっている 

子どもた

ちへのメ

ッセージ 

※ビデオ参加だったため 

ありま 

せん 

いろいろな経験をしていると

思う。今を大切にしてほしい。

仕事はつながっている。みんな

の未来は明るい。夢の実現を！ 

目標や夢は一つじゃなくていい。

どんどんチャレンジしてほしい。

全ての経験が今に生きている。仲

間を頼って頼られる人に 

 授業後の感想には、「やりとげる力を身に付けたい」「自分を大切にできる人になりたい」「日常生活で

の進んで挨拶やボランティア活動などにも力を入れていきたい」といった力強い言葉が聞かれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も、「しごと学びＷＥＢライブ」に６年生が参加しました。今回のテーマは“半導体編”でした。こ

の事業の目的は、◆子どもの頃から、仕事人と出会い、仕事への思いや勤労観・職業観に 

触れ、業界ごとのサプライチェーンを知り、企業や業界を俯瞰して見ることで、今と将来 

の自分を見つめ「生きる力」を育成する。◆熊本の地場企業にもすばらしい企業がいっぱ 

いあることを知り、地元に貢献したいと思う地元愛を醸成する。の２点が示されています。 

企業の方から、子どもたちに向けて、オンラインを活用して、仕事への思いや職業観を伝 

えてもらうことと併せて、質疑応答や意見交換を行う双方向性のプログラムとなっていて、キャリア教育

の視点からも考えられています。今回は、「つくる」「仕入れる」「販売する」の立場から、話していただき

ました。「つくる」では、半導体についての説明を、「仕入れる」では一連の流れと SDGsとの関わりを、

「販売する」流れを、具体例をあげながらの話でした。続けて、どんな思いで仕事をしているのか…につ

いて、お一人ずつ話されました。複数校が参加していましたので、子どもたちから画面越しに出した質問

も多かったのですが、一つ一つ丁寧に答えていただきました。最後に子どもたちに向けてメッセージを伝

えられました。ご自身の経験から、仕事をするために必要な力や、その力を付けるために学校でがんばっ

てほしいことなどを話されました。今の自分を見つめ、そして将来に目を向ける時間となりました。 
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